　　　　参考資料：２０１４年の８～１０月の気象と自然
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MNC.　研修担当
　今年（2014年）の地球規模の気象に関してはエルニーニョ現象の影響か北半球の各地で異常な気象現象が報じられました。日本も例外ではなく各地で平年とは異なる気象が観測されました。近畿圏でも夏期の前半は気温が高め、降水量が少なかったのに反し、8月は降水量が多く、極端に日射量の少ない年になりました。また、８月の台風１１号、１０月に入っては１９号も各地に大きな爪痕を残しました。
８月以降今日までの神戸気象台の気象データーを平年、昨年と比較し合わせて自然界への影響を見てみたいと思います。
１．201４年８～１０月の気象データーの比較
＊気温：月平均気温　℃　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　８月　　　　　　　　９月　　　　　　　１０月

　平年値　　　　　　　　　　　　２８．３　　　　　　２５．２　　　　　　１９．３　　　　　　　
　２０１４年度実績　　　　　　　２７．４　　　　　　２４．４　　　　　　１９．９
　　　　　　平年値との差　　　　－０．９　　　　　　－０．８　　　　　　　０．６
ＣＦ．２０１３年度　　　　　　　２９．４　　　　　　２５．３　　　　　　２１．２　
　　　　　　平年値との差　　　　＋１．１　　　　　　＋０．１　　　　　　＋１．９
＊降水量

　月間平年値　　　ｍｍ　　　　　９０．９　　　　　１４４．６　　　　　　９８．３
２０１４年　　　ｍｍ　　　　　３５４．０　　　　１２７．０　　　　　１１８．０
　　　　　　　　　（8/1０日・・１２５．５）
　２０１３年　　　ｍｍ　　　　　１２８．０　　　　２６８．０　　　　　１８７．５
　

＊日照時間

　月間平年値　　　時間　　　　　２１５．５　　　　１５３．２　　　　　１６７．１
　２０１４年　　　時間　　　　　１１５．３　　　　１８７．１　　　　　１６５．６
２０１３年　　　時間　　　　　２４８．７　　　　２２７．１　　　　　１５４．９
　

２．生物季節観測データー　　（神戸）

　　　　　　　　　　　　　　　ヤマハギの開花　　　　ススキの開花　　ヒガンバナの開花
　平年　　　　　　　　　　　　　９月　７日　　　　　　９月１６日　　　　９月２２日
　２０１４年　　　　　　　　　　９月　４日　　　　　　９月　８日？　　　９月１６日
２０１３年　　　　　　　　　　９月１１日　　　　　１０月　５日　　　　９月１７日　　
＊？神戸の記録は１０月６日・・・実状に合っていない？大阪気象台のデーターです。　
３．１１月の気象予測　
　＊気温は例年に比べ高め、降水量は例年並みに推移すると予報されていますが・・・。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
